
　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（
金
属
疲
労
専
攻
）。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「
鐵
の
道
」の
製
造・販
売
を
企

画
、す
で
に
10
件
を
超
え
る
銘

柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。一
般

社
団
法
人「
洸
楓
座
」代
表
。一

般
財
団
法
人
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
い
す
み
」代
表
。

　
６
月
12
日
は
詩
人
・
茨
木
の
り
子
、

書
家
・
金
澤
翔
子
の
誕
生
日
。
同
日
夕

方
六
時
半
か
ら
八
時
半
ま
で
「
茨
木
の

り
子
＆
金
澤
翔
子 
バ
ー
ス
デ
ー
記
念

イ
ベ
ン
ト
」
を
主
催
し
た
（
東
京
都
北

区
、
王
子
駅
前
「
北
と
ぴ
あ
／
ド
ー
ム

ホ
ー
ル
」）。
そ
の
趣
旨
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
『
私
た
ち
は
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
平
和
と
愛
」。
茨
木
の
り
子
は
、
そ
の

夢
に
つ
い
て
、
い
ま
の
時
代
に
対
話
す

る
よ
う
に
多
く
の
詩
作
を
筆
で
遺
し
ま

し
た
。
金
澤
翔
子
は
、
そ
の
夢
を
書
道

の
筆
で
、
ダ
ウ
ン
症
な
が
ら
全
身
で
勢

い
よ
く
記
毫
し
て
い
ま
す
。
の
り
子
と

翔
子
の
二
人
の
誕
生
日
は
同
じ
く
６
月

12
日
。
ふ
た
り
の
筆
跡
か
ら
「
平
和
と

愛
」
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
、
そ
の
日

の
誕
生
記
念
日
と
し
て
開
催
し
ま
す
。』

　
茨
木
の
り
子
は
墓
石
に
入
り
15
年
。

　
金
澤
翔
子
は
、
１
９
８
５
年
６
月
12

日
生
ま
れ
。
父
・
金
澤
裕(

ひ
ろ
し)

と
母
・
泰
子
の
長
女
。
い
ま
、
彼
女
は

天
才
書
家
と
呼
ば
れ
る
。
父
親
・
裕
は

が
つ
く
ら
れ
た
。

　
誕
生
月
で
あ
る
６
月
、

と
く
に
１
９
６
０
年
６
月

は
、
34
歳
で
あ
っ
た
が
、

自
身
の
学
生
時
代
を
重
ね

テ
レ
サ
の
瞳
、
球
を
蹴
る
人
、
等
々
。

　
今
回
の
公
演
で
重
視
し
た
の
は
、
つ

ぎ
の
『
対
話
』
で
あ
る
。

　
ネ
ー
プ
ル
の
樹
の
下
に
た
た
ず
ん
で

い
る
と
／
／
白
い
花
々
が
烈
し
く
匂
い

／
獅
子
座
の
首
星
が
お
お
き
く
た
た
い

た
／
つ
め
た
い
若
者
の
よ
う
に
呼
応
し

て
／
／
地
と
天
の
ふ
し
ぎ
な
意
志
の
交

歓
を
見
た
！
／
た
ば
し
る
戦
慄
の
美
し

さ
！
／
／
の
け
者
に
さ
れ
た
少
女
は
防

空
頭
巾
を
か
ぶ
っ
て
い
た　
隣
村
の
サ

イ
レ
ン
が
／
ま
だ
な
っ
て
い
た
／
／
あ

れ
ほ
ど
深
い
妬
み
は
そ
の
の
ち
も
訪
れ

な
い
／
対
話
の
習
性
は
あ
の
夜
幕
を

切
っ
た
。

解
き
、
ト
ー
ク
と
朗
読
、
さ
ら
に
シ
ャ

ン
ソ
ン
で
好
演
し
た
。
朗
読
家
の
松
島

邦
は
、『
六
月
』
の
ほ
か
、
出
身
地
の

庄
内
弁
で
『
わ
た
し
が
一
番
き
れ
い

だ
っ
た
と
き
』
を
朗
読
表
現
し
た
。

　
第
２
部
で
、
和
琴
奏
者
＆
ギ
タ
ー
奏

者
の
高
谷
秀
司
は
、〈
相
聞
歌
に
よ
る

対
話
〉
と
し
て
、
茨
木
の
り
子
を
会
場

内
へ
現
存
在
さ
せ
演
出
表
現
し
た
。
小

川
紗
綾
佳
は
、
返
し
の
役
の
ほ
か
、
ピ

ア
ノ
伴
奏
を
行
っ
た
。

　
第
３
部
は
、
６
月
２
日
か
ら
封
切
ら

れ
た
金
澤
翔
子
の
映
画『
共
に
生
き
る
』

に
つ
い
て
筆
者
が
紹
介
解
説
し
た
。

　
洸
楓
座
で
は
、
２
０
１
９
年
以
来
、

茨
木
の
り
子
の
イ
ベ
ン
ト
を
７
回
開
催

し
て
い
る
。
今
後
は
、二
人
の
普
及
を
、

地
元
密
着
で
進
め
た
い
。

金
澤
翔
子
も
都

合
が
つ
か
ず
会

場
に
は
い
な

い
が
、
こ
の
趣

旨
に
応
え
た
四

人
の
演
者
に
よ

り
、
会
場
に
は

共
感
の
時
空
間

ク
サ
ビ
に
似
た

　

ふ
た
り
の
存
在

　
茨
木
の
り
子
の
筆
跡
（
詩
情
）
と
、

金
澤
翔
子
の
筆
跡
（
書
風
）
は
、
社
会

や
世
間
へ
の
転
位
に
も
似
た
刺
激
と
感

動
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

ま
だ
小
さ
な
存
在
で
あ
る
。
ふ
た
り
の

筆
跡
を
理
解
す
る
人
口
密
度
を
高
め

て
、「
平
和
と
愛
」の
夢
を
実
現
し
た
い
。

〈
転
位
〉
と
は
、
結
晶
に
存
在
す
る
原

子
オ
ー
ダ
ー
の
小
さ
な
ク
サ
ビ
状
の
不

整
合
配
置
を
い
う
が
、
体
積
当
た
り
の

転
位
の
密
度
が
高
い
の
で
金
属
の
特
性

を
支
配
し
て
い
る

　
茨
木
の
り
子
は
、
１
９
２
６
年
６
月

12

日
生
ま
れ
。
父・宮
崎
洪(

ひ
ろ
し)

と
母
・
勝
の
長
女
。
第
二
次
世
界
大
戦

の
終
戦
の
年
が
19
歳
。
学
ん
だ
薬
学
の

道
で
は
な
く
、
天
性
や
経
験
、
そ
し
て

出
会
い
を
表
現
し
、
の
ち
に
現
代
詩
の

長
女
と
も
呼
ば
れ
た
。
彼
女
の
詩
は
、

生
き
つ
づ
け
る
。
そ
の
詩
風
は
、
感
性

に
満
ち
、
か
つ
厳
し
い
。
そ
の
矛
先
に

は
、
遠
慮
が
な
い
。
今
で
い
え
ば
、
忖

度
し
な
い
。
そ
の
情
感
が
、
今
の
時
代

で
あ
る
か
ら
重
要
視
さ
れ
る
。

生
ま
れ
た
娘
が
ダ
ウ
ン
症
だ
と
医
師
か

ら
告
知
さ
れ
た
と
き
、
神
か
ら
の
子
と

し
て
育
て
る
と
し
た
。
そ
の
後
、
母
と

娘
の
二
人
三
脚
が
始
ま
っ
た
。
５
歳
か

ら
始
め
た
書
道
。
般
若
心
経
を
何
組
も

写
経
し
、書
道
の
基
礎
を
獲
得
、結
果
、

才
能
が
開
花
し
た
。
二
十
歳
に
銀
座
で

個
展
。
大
反
響
と
な
り
、
書
道
家
・
金

澤
翔
子
が
誕
生
し
た
。
今
日
ま
で
、
そ

の
筆
遣
い
、
筆
跡
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、

激
し
い
。
カ
ス
レ
と
勢
い
。
白
黒
の
紙

と
墨
と
筆
の
ア
ー
ト
。
翔
子
の
姿
は
そ

の
時
に
あ
る
が
、
作
品
は
そ
の
時
の
時

空
心
情
を
残
し
伝
え
て
い
る
。

　
作
品
例
：
飛
翔
、
共
に
生
き
る
、
華

厳
、
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
、
平
清
盛
、
慈
愛
、

愛
、
無
、
春
、
桜
、
風
、
星
、
心
、
笑
、

夢
、
等
々
。

バ
ー
ス
デ
ー

　

記
念
イ
ベ
ン
ト

　
公
演
は
３
部
構
成
で
行
な
っ
た
。
第

１
部
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
パ
フ
ォ
マ
ー

の
ム
ン
ロ
王
子
は
、『
対
話
』
を
読
み

た
。
高
度
経
済
成
長
＆
60
年
安
保
の
時

期
に
茨
木
の
り
子
も
デ
モ
に
出
か
け

た
。
茨
木
の
り
子
は
〈
歳
月
〉
に
こ
だ

わ
っ
た
。
春
夏
秋
冬
、
季
節
の
変
化
も

あ
る
。
大
き
な
歳
月
は
、
時
代
の
変
化

で
あ
る
。
時
代
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え

る
か
。
作
者
ば
か
り
で
な
く
、
読
者
自

身
も
重
ね
て
読
み
解
き
た
い
。

　
作
品
例
：
秋
、準
備
す
る
、見
え
な
い

配
達
夫
、
ぎ
ら
り
と
光
る
ダ
イ
ヤ
の
よ

う
な
日
、ジ
ャ
ン・ポ
ウ
ル・サ
ル
ト
ル
、

悪
童
た
ち
、
私
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た

と
き
、大
学
を
出
た
奥
さ
ん
、花
の
名
、

り
ゅ
う
り
ぇ
ん
れ
ん
の
物
語
、
四
月
の

う
た
、
兄
弟
、
古
潭
、
木
の
実
、
四
海

波
静
、
足
跡
、
食
卓
に
珈
琲
の
匂
い
流

れ
、
さ
く
ら
、
時
代
お
く
れ
、
マ
ザ
ー・

「
平
和
と
愛
」が
筆
跡
…
茨
木
の
り
子
＆
金
澤
翔
子
の
世
界


